
マーケティング戦略論グループワーク

うなぎの井口
～地方発信「うなぎ」の通販・店舗販売戦略～

2015.11.21
Members： ・村松貴通



目次

1. 「うなぎの井口」の会社概要・うなぎを取り巻く市場

2. 「うなぎの井口」のマーケティング戦略の概要と評価

3. 今後のマーケティング戦略の提案−１

4. 今後のマーケティング戦略の提案−２

5. あるべきマーケティング戦略とその理由

1



1. 「うなぎの井口」の会社概要・うなぎを取り巻く市場

2. 「うなぎの井口」のマーケティング戦略の概要と評価

3. 今後のマーケティング戦略の提案−１

4. 今後のマーケティング戦略の提案−２

5. あるべきマーケティング戦略とその理由

2



3

「有限会社 うなぎの井口」会社概要

所在地 〒434-0041 静岡県浜松市浜北区平口253-1

ホームページ http://www.una-iguchi.ne.jp

1988年8月（店名・井口うなぎ白焼直売）創業

沿革

2000年12月 法人化
2007年 5月 新店舗に立て直し
◆ホームページ作成支援を受ける（浜松商工会議所）◆
◆仕入れ価格高騰・経営状況悪化◆

2008年11月 浜松ホームページコンテスト最優秀賞受賞
◆経営改善のための専門家派遣の受入れ（浜松信用金庫）◆

2008年12月 経営革新取得「規格外うなぎを活用した商品開発」
◆経営計画策定・在庫管理改善・顧客情報有効活用・うなぎ仕入先拡大がスタート◆

2009年 2月 浜松ビジネスコンテスト地域貢献賞受賞
2013年 2月 経営革新取得「旨み熟成商品の開発」
2013年 2月 「食品循環資源の再生利用事業化計画」の広域連携で国内初の認定

取得「環境省・農林水産省」
2015年 5月 国際味覚審査機構（iTQi)においてうなぎで初めての受賞（優秀味覚賞）
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「有限会社 うなぎの井口」会社概要

資本金 300万円

従業員
10名（うち 役員2名、社員2名、パート・アルバイト6名）
他外注（裂き職人）1名

製法・販売品目

①地下100ｍから汲み上げたアルプス水系の地下水
②浜名湖を中心とした国産うなぎのみを使用
③独自の手焼き製法「二段階遠赤ふっくら焼き」
④地元蔵元「花の舞」のお酒を使用したオリジナルの無添加たれ「井口の極味」
⑤白焼の焼き立てのふっくら感と風味を保った真空製法「ふんわり真空」

白焼 うなぎ茶漬蒲焼

うなぎまぶし肝佃煮 うなぎボーン
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「店主 井口恵丞」プロフィール
うなぎの産地、浜松市生まれ。

高校時代に父親が「井口うなぎ白焼直売」を開業。
毎日、活きたうなぎを丁寧に心をこめてさばく父親に、「うな
ぎへの愛情と品質へのこだわり」を感じる。

高校卒業後、名古屋の大学に進学。在学中に飲食店での

アルバイト経験を生かし、大学4年生の冬に飲食店開業。
飲食店を続けるうち、実家のうなぎ店の魅力に気付く。父親
に人生や仕事の先輩として憧れと尊敬を感じ、この店を継ぎ
たいと強く心に決める。飲食店を後輩に譲り、うなぎをさばく
修行に行っていた矢先に父親が他界。

父親の遺志を継ぎ、「本物にこだわる」という強い信念を持って、

1995年、23歳の時に「井口うなぎ白焼直売」の2代目を
受け継ぐ。その後、2000年に「うなぎの井口」に店名を変え、
2006年に新店舗に建て替える。

白焼の美味しさを生かした蒲焼を提供するために、うなぎの仕
入れや管理状態、焼き方に気を使い、毎日職人としてさき場に
立ち、商品の検品を行う。品質と調理方法を合わせて専門店
の味を提供できるよう、家庭でも簡単に調理できるレシピやうな
ぎを使用した料理レシピの開発も行う。

うなぎの名産地として誇れる商品をつくり、そのうなぎを通して
楽しい食空間の提供を目指す。

①異業種から
学んでいる

③井口社長の
人間力

②地元を
大切にしている
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うなぎを取り巻く市場

（参考） 2000年の国内うなぎ消費量 16万トン→ 2013年4万トン

うなぎは今や「絶滅危惧種」となり、
今後の事業が不透明

うなぎは自然界で採捕された稚魚を養殖
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Appendix
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村松貴通からみた井口社長

・学生時代から飲み屋を経営しており、元々経営感覚が身についており、発想が
とても豊かで柔軟です。
・店舗づくり、経営戦略、販売戦略、商品戦略、価格戦略を様々な異業種から常に
学び、そして取り組んでいます。

・商工会議所の役員をはじめ、地元のお付き合いを大切にされています。
・自社だけのことではなく、地元の企業が全体的に発展することを念頭に活動
されています。
・井口社長の活動には社会性（ＣＳＲ）があります。

・穏やかでとても器が大きな方です。人の面倒見もとても良い方です。だから、
うなぎの井口のファンは増えていると思います。
・今回の企業訪問も、井口社長なら必ずご協力いただけると確信していました。
・井口社長は“人から応援される”人間力があります。

①異業種から
学んでいる

②地元を
大切にしている

③井口社長の
人間力

今回、マーケティングの授業で企業訪問をすると伺い、自信をもって「うなぎの井口」をご紹介させていただきました。
現場主義の社会保険労務士という仕事柄、今まで１万件以上の中小企業の生現場を訪問する中で、たくさんの特
徴的な企業・経営者に出会ってきましたが、その中でも井口社長は屈指の経営者です。
うなぎ業界は厳しく、決して経営が楽ではありません。廃業するうなぎ屋さんも多々ある中、うなぎの井口は快進撃
を続けています。中小企業は経営者で決まると思いますが、私からみた井口社長の強みは次の３点です。
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「店主 井口恵丞」 参考記事

２０１５年２月２７日 中日新聞

２０１５年６月１６日 中日新聞２０１５年９月４日 中日新聞

２０１４年９月１１日 中日新聞
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商品紹介
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商品紹介
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店舗
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